
 

下諏訪総合文化センターのあり方を検討する会議（第１回）会議録 

 

日時：2022/04/28 19:02～20:56 
場所：下諏訪総合文化センター２階集会室 
出席者：宮坂町長、松﨑教育長、武井委員、濱委員、坂本委員、西村委員、増澤委員、 

吉田委員、野村委員、川村委員、萩原委員 

樫尾教育こども課長、岩波生涯学習係長、小口副主幹、堀内主査、原担当、岡田担当 

欠席者：髙木委員 

 

〇事務局 
皆さんこんばんは。 
本日は、公私ともにご多忙なところ、お集まりいただきまして、誠にありがとうございます。 
ただいまから第 1回、下諏訪総合文化センターのあり方を検討する会議を開催させていただきま

す。 
私は、本日の司会を務めさせていただきます教育こども課生涯学習係の堀内と申します。どうぞ

よろしくお願いいたします。 
まず本日ですが、高木委員からご欠席の連絡をいただいております。 
続きまして、過日、皆様にお伺いした件につきまして、ご報告申し上げます。 
まず委員の名簿についてですが、皆様からのご意見を踏まえて名簿につきましては公開をさせて

いただきたいと思いますのでよろしくお願いします。 
次に、今回の情報公開方法につきましては、委員の皆様のご意見を踏まえて、傍聴の場は設け

ず、発言者のお名前は伏せた形で議事録を公開する形式とさせていただきます。なお、議事録につ

いては会議終了後、速やかに、町ホームページで公開することといたしますのでよろしくお願いい

たします。 
続きまして、報道機関について、取材の申し込みがございますが、取材の方は可能という形でよ

ろしいでしょうか。 
ありがとうございます。それでは、報道機関の取材は可とさせていただきますが、報道機関の方

につきましては、委員の皆様の発言について、どなたか発言されたかなど、個人が特定されてしま

うことがないようご配慮をお願いいたします。 
それでは、お手元にお配りいたしました次第によりまして、始めさせていただきたいと思います

が、本日の会議ですが、新型コロナウイルス感染状況もございますので、概ね 20：40頃をめどに終

了とさせていただきたいと思いますので、ご了承いただければと思います。 
それでは、下諏訪町宮坂町長よりご挨拶申し上げます。 

 

〇宮坂町長 
皆様こんばんは。 
本日は大変お忙しい中、またゴールデンウィークの前の晩という大変貴重な時間に会議にご出席

を賜りまして誠にありがとうございます。 
また、この下諏訪総合文化センターのあり方を検討する会議の委員をお引き受けいただきました

こと、重ねて御礼を申し上げたいと思います。 
下諏訪総合文化センターでございますけれども、地域住民の文化芸術振興、福祉増進を図る拠点

として、これまで活動・運営をさせていただいてまいりましたけれども、建設から 33年が経過をす

る中で、施設の改修、また設備の更新、こういったことが大きな課題となっているところでござい

ます。 



町では令和 3年度に改修工事のための前段となります実施設計を業者にお願いをしたところでご

ざいますけれども、結果として約 13億円という事業規模が見込まれるという結果をいただきまし

た。  

そういった中で施設のあり方からまた、さらにそこを精査していく必要があるんではないかとい

うこと。そして昨今の資材の高騰ですとか人手不足といったことで工事着手に向けての不安定な要

素、そういったこともあることから、令和 4年度に実施する予定でございました工事を見送ること

とさせていただいたところでございます。 
そういったことでよりよい施設のあり方、そうしたことをもう一度検討させていただきたい。こ

ういうことから、今年度は有識者の皆さん方、また町民の皆さん方を交えまして、未来に向かって

の、下諏訪総合文化センターがどのような運営が必要になるかという役割と、またその役割を担っ

ていくためにどのような改修が必要なのか。こういうものについてご協議をいただきたくて、この

会議の場を設けさせていただいたところでございます。 
この会議は、音楽関係者、また芸術関係の方、学校関係、また建築関係、そして、公募をさせて

いただいた中で手を挙げていただいた一般町民の皆様方で構成をさせていただいているところでご

ざいます。 
委員の皆様には、文化センターが今後どのようになったらいいか、そして何を改修すべきか、そ

ういったところを様々な視点、また、様々な皆様方のお立場からも、ご協議をいただく中で取りま

とめをしていただければありがたいなというふうに考えております。 
町の財政も厳しい状況にございます。そういった中で、皆様方から出されましたご意見等がすべ

て、その通りにいくかというところが、ちゃんとお約束がしづらいところもございますけれども、

皆様方のその思いを大いに参考にさせていただいて、この施設が有意義でずっと続いていかれると

いうようなことにしてまいりたいと考えております。 
最後になりますけれども、町の文化行政の推進及び本会議へのご協力を重ねてお願いを申し上げ

まして、会議の冒頭のご挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いをいたします。 

 

〇事務局 
続きまして、この下諏訪総合文化センターは下諏訪町教育委員会事務局が所管をしておりますの

で、引き続き下諏訪町教育長松﨑泉より、ご挨拶申し上げます。 
 

〇松﨑教育長 
改めまして皆様、こんばんは。 
週末お疲れのところ、委員の皆さんにお集まりいただきましてこの会議がもてること大変感謝で

ございます。 
昨年度、一昨年度とコロナ禍の中でいろんな工夫をしながら各団体の皆さん、それから学校関

係、いろんなところでご苦労いただいてきたのかなと思っています。 
文化センターに関して言えば、例えば、中学校の体育館の吊り天井を取ってしまったということ

で、音楽会は雨が降ると雨の音の方が大きくて声が拾えない、そんなことがありました。 
最近では下諏訪町内にあります二つの中学校は、文化センターの大ホールで音楽会をすることが

定着してまいりました。よりよい環境で発表したいということで、子供たちにとっても自分たちの

歌を最大限、引き出していただけるということでとても達成感を感じている子供が多いんじゃない

かと思います。 
また小学校におきましても、町の音楽祭などへの参加とか、合唱、合奏、それから、中高生の吹

奏楽部のよき交流の場として、使われていたんですが、ここのところなかなかそういった機会がも

てなくて、ぜひ早いうちに復活していただきたいと切に願っております。 
先ほど町長からお話ございましたように、文化センター33年ということで、利用をされる団体、

皆さん沢山あるわけですが、本当に今後も継続して、ぜひ皆さんの練習の成果を多くの皆さんに聴

いていただけたらいいな、見ていただければいいなと思っています。 



そのために教育委員会といたしましては、年末になりますと大ホールのステージ、小ホールのス

テージにおきまして、舞台納め式というのをやって、1年間本当にこのステージが使えてよかった

ですっていうことを、みんなで柏手を打って、お礼をしています。また、年初には始め式といいま

して、安全祈願をする訳ですが、こんなことを続けながら、この舞台を皆さんに両方使っていただ

けるように、そんなふうに願って毎年進めてまいりました。 

今後の運営のあり方とか、そのために必要な改修はどんなことでしょう。文化センターの存続を

前提とするなら特定天井は耐震においてこれは通らないということで改修が必要であり、一刻も早

い改修が必要であるといった課題があります。 
天災はいつ起こるかわかりませんが、例えば地震があった場合に、来年にしよう、その次にしよ

う、まだ直さなくていいんじゃないか。ちょっとお金かかるよねっていうことで、先延ばしにした

ところ災害があり大きな事故に繋がったという事例も聞いております。 
安心、安全にまた楽しく使っていただくための環境をどのように整えていくか。最終的には教育

委員会の考えをまとめて、町民の皆さんに発信しなければなりませんが、町民の皆さんのご理解と

ご協力を得るための会議として、委員の皆さんからご意見をお聞きしながらみんなで一番いい方法

を考えていけたらと、節に願っております。 
色々お世話になりますが、今日、説明を聞いていただきながらのお一人お一人の立場で町のため

にいろんなご意見をいただければ嬉しいです。以上、私の挨拶とさせていただきます。 

 

〇事務局 
続きまして、今回は第 1回の会議ということでございますので、皆様に自己紹介をしていただき

たいと思います。 
それでは、まず武井委員から自己紹介をお願いいたします。 

 

〇武井委員 
諏訪交響楽団の副理事長をやっています武井と申します。 
私の父が北欧音楽祭や諏訪交響楽団の会長をやっていたので、そういったことでお声掛けいただ

いたのかなと思っています。 
下諏訪町の町民なのでできるだけ協力させていただきたいと思いますので、ぜひよろしくお願い

します。 

 

〇濱委員 
社会教育団体代表、濱と申します。 
具体的には、ここを利用させていただいて、文化祭や音楽祭、芸能祭などに参加している団体の

代表となります。 
私自身は諏訪市出身で下諏訪町にお嫁に来たんですが、私も諏訪交響楽団をやっていまして、私

の母もやっていたもので、生まれたときからずっとここに根づいていて、ホールも開館当時からず

っと利用させていただいております。 
今回、こんな会議があるのでどうですかということで、ここに対する希望とか要望をいろんな人

に聞いてみることができたのですが、希望、要望が驚くほどたくさんありました。 
今回のテーマになるかどうかわからないですが、とてもたくさんの意見が出ました。インターバ

ルなく、だったらこうしてほしいっていうぐらい。とてもここに根づいている方の意見が多くて。

予算のこととかいろんなことは関係なく聞いたものですが。けれども、いろんな人の意見として持

ってきましたのでこれは全部をお伝えさせていただけたらと思います。よろしくお願いします。 

 

 



 

〇坂本委員 
学校関係者代表ということで、参加させていただきます。下諏訪北小学校校長の坂本と申しま

す。よろしくお願いします。子供たちが利用する機会が大変多いので、子供たちのために良い方法

を考えていきたいと思いますよろしくお願いします。 
 

〇西村委員 
西村と申します。 
私は建築関係の仕事をしてまして、文化センターも定期的な点検をさせていただいて建物のこと

はよく分かっております。もしアドバイスができましたらアドバイスをしたいというふうに思って

ます。1年間よろしくお願いいたします。 

 

〇増澤委員 
増澤と申します。 
今、そちらに武井さんや諏訪響の関係の方がおられますけれども、私も音楽関係でいろいろ実際

に演奏会で裏方をやってきまして、こうしてほしい、ああしてほしいというような問題が多々あり

まして、そんなことから、少しでもご協力ができたらというふうに思っております。よろしくお願

いします。 

 

〇吉田委員 
吉田といいます。 
この会に関しては知り合いからこういうのがあって、どうですかということで、私もよくわから

ないまま参加させてもらったんですけど、楽器関係の仕事をしている関係で、お客さんや或いはい

ろんな関係の中でその音楽、演奏する施設とかのいろんな意見とかも聞くこともありまして、私自

身大体歳がこの施設と同じぐらいでして、町外から 5年ほど前に移住してきました。ずっと下諏訪

じゃないんですけど、そういった外の視点と、あと音楽関係や学校とかいろんな行事、地域活動と

かにも使ったりといろんな面があると思うんですけど、私は音楽方面の話が多くなってしまうかも

しれないですけど、残念ながら 20代の方はいないと思うんで、20代とか 30代とか若い人の意見を

少しでも、こちらの会議に参加し反映できるように、何か力になれればと思います。よろしくお願

いします。 

 

〇野村委員 
皆さんこんばんは。野村と申します。どうぞよろしくお願いします。 
私は複数の合唱団に所属しておりまして、特に、地元の下諏訪混声合唱団という合唱団の今、代

表をさせていただいてます。 
こういう会があることを新聞で見て、こういうのやるんだと思ったくらいで自分自身としてはこ

こへ出てくる気持ちは当初ありませんでしたが、団の役員の方から、ぜひ団を代表して、或いは合

唱団を代表して、団員の皆さんの声を届けてほしいということで行ってもらえないですかっていう

話を聞かされまして、じゃあ行きましょうかという形で今日来ております。 
勉強不足なので何も分かってないんですけども、今日ここにいろんな資料がありますのでこれを

しっかり見させていただいて、いろいろ検討していったらいいかなと思います。 
私どももここを定期的に使わせていただいてるんですけど、今までは実に職員の方も一生懸命協

力していただいて気持ちよく使わせていただいています。だから特に問題はないと思うんですけれ

ども、よりいいホールにしていただけたらという考えはありますので、協力していきたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いします。 

 



 

〇川村委員 
川村です。 
下諏訪国際交流協会の方で、講演会とか、いろんな行事で文化センターを使わせていただいてい

ます。 
ここができたときは、本当にワクワクしたのを覚えております。ただ使うときに、使う度に分か

らないことがいろいろありまして、飲食一つとってもこういう決まりだっていう人もいるし、そこ

はこのぐらいの幅があるんだっていうこともあるし、本当に分からないことだらけです。 

こういう機会は今まで毎年あったんでしょうか。勉強不足でそのことは分からないんですが、今

まで思っていたことがいろいろあるんですが、私にとっては初めての機会なので、皆さんの話や、

少し勉強させていただけたらと思っております。よろしくお願いいたします。 

 

〇萩原委員 
皆さんこんばんは。 
ホクト文化ホールで、今、事業の企画の方の責任者をしております萩原と申します。 
今回このような会のアドバイザーという形で、ご指名いただきまして本当にありがとうございま

す。 
名簿には長野県公立文化施設協議会ということで書いてありますけども、私どものホクト文化ホ

ールが設立時からずっと事務局ということでやっておりますので、今回こんな形で参加させていた

だきます。 
下諏訪文化センターは 33年前にオープンしたんですけども、私は今は事業部門をやってるんです

けども、その当時は舞台の技術屋でずっと、ホクト文化ホールで働いておりました。そのときに下

諏訪文化センターができるということで、町の職員の方が私どものホールに１か月近く研修に来て

いただきました。それで僕はその時に研修担当としてちょっとおこがましいんですけどそんな形で

携わらせてもらったものですから、今回本当にお声がけいただいてうれしいなと思います。 
私自身は下諏訪に直接関係ないんですけども、今日おられる皆さんは地元の方たちなので、逆に

私は客観的な立場で皆さんの意見を聞きながら、今後、どんなふうに運営していったらいいのかな

なんていうことでも、ちょっと若輩ですけどアドバイスできればいいかなと思ってます。 
私どものホールも平成 29年、30年にかけまして、天井それから客席、玄関の天井とか県の方で

ですね、29億かけて大改修をやったんですね。その時のお話等々も参考になるかと思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

 

〇事務局 
皆様ありがとうございました。 
引き続き、事務局をご紹介させていただきます。 

 

事務局、教育こども課長の樫尾と申します。委員の皆様には、お世話なります。どうぞよろしく

お願いいたします。 
先ほど川村委員の方から、こういった組織が毎年あるのかというなお話がありましたけども、初

めての試みになりますので、お世話なります。よろしくお願いいたします。 
 

皆さんこんばんは。 
生涯学習係の係長をしてます岩波と申します。文化センターを担当して 7ヶ月目ということで、

逆に教えてもらうことが多いかと思いますが、皆さんで一緒に考えていきたいと思いますので、ぜ

ひご協力をよろしくお願いいたします。 

 



改めまして、同じく生涯学習係の堀内と申します。皆様方には、これからお世話になりますけれ

ども、よろしくお願いいたします。 
 

生涯学習係の小口と申します。またいろいろお世話になると思います。また、改修に向けて、皆

さんの建設的なご意見等をお願いいたします。 
 

名簿には載ってませんが、私は文化センターのホールを担当しております原と申します。 
よろしくお願いいたします。 
 

私もホール担当しております。岡田と申します。よろしくお願いします。 
 

改めまして、皆様よろしくお願いをいたします。 
それでは、議事の方に移らせていただきたいと思いますが、まず、お手元の資料の確認をお願い

いたします。本日の資料は、次第、資料 1から 4と別添の資料がございます。まず資料が、１、

２、３、３の別紙、４、その他の資料といたしまして、下諏訪総合文化センター完成という特集と

書いてあるものですが、それとあと、参考という形で、他の公共団体の運営方針。あと冊子で、下

諏訪町総合文化センターいうような形になっております。お手元の資料に不足がございましたら、

言っていただけたらと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

それでは、まず（1）下諏訪総合文化センターのあり方を検討する会議の目的と役割とスケジュー

ルについて、事務局からご説明申し上げます。 

 

それではまず資料 2をご覧ください。 
本会議の目的でございますが、地域住民の文化芸術の振興と福祉の増進を図る拠点施設である下

諏訪総合文化センターは、開館から 33年が経過し、施設や設備の老朽化が進んでいます。また、ホ

ール天井は現行法令に適合しない既存不適格であることや、指定避難所として、近年頻発している

大規模災害に備える機能向上など、多くの課題があります。 
総合文化センターのあり方を見直すにあたり、施設に対してお持ちの団体活動や一町民として日

頃から感じていること、これからの思いなどのご意見をこのことを通じて、どのような運営が必要

なのか、が運営方針になります。また、どのような施設整備が必要なのか。これは改修計画となり

ますが、これらを皆さんで協議をし、具体的な策を取りまとめたいというところが目的となりま

す。 
委員構成につきましては先ほどの自己紹介させていただいたところで資料 1を参照していただき

たいと思います。 
本会議設置の背景でございますけれども、まず、上から 6番目の丸。令和 2年度に基本設計を行

い、令和 3年度に実施設計を行いました。その下のマルですが、本来であれば令和 4年度、今年度

からの工事というところを計画していたところなんですが、災害復旧、また、大型事業というとこ

ろがありまして、財政面の危惧、資材の供給不足、人手不足など不安定な要素が多いこと、何より

も施設のあり方自体の考え方の精査が不十分であることから、今回議論の場を設置し、あり方を協

議することとし、検討に伴い、改修着工を 1年先送りしたところでございます。 
そもそも、文化センターにつきましては、一番上のマルをご覧ください。平成 24年度の町実施計

画に保守点検業者の指摘事項の改善を目的として改修を計画し、それ以後、法改正や平成 28年の熊

本地震を受け、特定天井の既存不適格となっているものは増改築を行う場合に特定天井の改修を行

うというところで、その指摘事項の改善にプラス、天井の改修という形の二つの目的をもって令和

４年、５年の計画に載せたというところが中身になります。 
次いで 2ページをご覧ください。 



会議のスケジュールと検討内容について予定をお話させていただきます。 
スケジュールについてですけれども、表にある通り、令和 4年度の 4のところ、これは月を表し

ていますが、4月に設置をし、１回目の会議を開催というところになります。 
全 10回を予定しており、9月の第 8回をもって、一旦中間報告ということで取りまとめを行いたい

と思います。この中間報告を以て、令和 5年度の改修に結びつけるための予算措置をしたいと考え

ております。10月の 9回目と 10回目につきましては、これからどのような改修をしていけばいい

のか、要するに実施設計に載っていない箇所や、令和 5年にできないものもありますので、その辺

の考え方も整理していきたいと考えております。 

 

（２）検討内容のテーマにつきまして、ご説明をいたします。 
まず第１回目は本日となりますが、テーマとしては、現状の把握と施設の必要性というものをテ

ーマにお話をさせていただき、総合文化センターの現在における課題と将来どのような役割を求め

るかについて、意見交換をしたいと思っております。 
第 2回目については、５月中旬頃に行いたいと思っています。以後、第 10回までの大枠のテーマ

と内容の予定を記載していますので、改めてお持ち帰りいただきお読みいただければと思いますの

で、よろしくお願いいたします。（1）の目的、役割、スケジュールについては以上となります。 

 

それでは、ただいまの説明につきましては、質疑等ある方は挙手の上、発言をお願いいたしま

す。 

こちらについては、よろしいでしょうか。こちらについてはまたお読みいただければと思います

のでよろしくお願いをいたします。 

 

それでは続きまして、(2)下諏訪総合文化センターの施設の現状の活動状況について、事務局から

ご説明申し上げます。 

 

続きまして施設の状況、また活動状況についてちょっと簡単になってしまいますが、まずさわり

の部分ということでお聞きいただき、会議終了後に改めてこちらお読みいただいて、第 2回目以降

に資料に基づき、ご意見をいただければと思います。 
本日は一旦簡単な説明をさせていただいて、説明の後、皆様から日頃思っていることのご意見を

いただければありがたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 
まず資料 3をご覧ください。まず１の概要ということで、下諏訪総合文化センターの所管は教育

こども課の生涯学習係となります。職員数と分担につきましては、生涯学習係は正規職員 5名と教

育支援員としての会計年度任用職員 2名の７名構成になってます。公民館、勤労青少年ホームを兼

ねておりますので、1人が担当してる訳ではなく、分担して担当しておりますが、文化センター担

当ということで 1.5人工いうところで行っています。 
また、業務派遣による舞台系、技術系の職員の常駐派遣ということでメディックから２名。先ほ

どご紹介いたしました原、岡田の２名に来ていただき、主に舞台の技術的な業務を行っておりま

す。 
2番の総合文化センターの施設の概要というところになりますが、（１）の建物については、鉄

筋コンクリート造りの 3階建ての建物になってます。主に１階は大ホール、小ホール、事務室等、2

階に公民館、勤労青少年ホームの各部屋がございます。 
次に資料の 4ページをご覧いただければと思います。今言った１階平面図に大ホール、事務室と

いうものがあります。2階平面図には大ホールの天井に近い部分の２階と、勤青ホーム、公民館の

各部屋があります。3階部分につきましては、照明、音響、等の機材を扱う部屋があるというとこ

ろで 3階建てという形になっております。 
1ページ目にお戻りください。（2）の文化センターホールにつきまして、ですけれども、やまび



こホール、大ホールというところですが、クラシック音楽を主目的とする多目的ホール的位置付け

です。また、座席数については 700席、備品についてはフルコンサートピアノ 2台を備えておりま

す。ちなみに残響時間は１.6秒という形になっております。 
あすなろホールにつきましては、小ホールになりますけれども、スタジオ的要素を持った多目的

ホール的位置付けで、客席数については 300席、残響時間については１.３秒となっております。 
２ページをご覧ください。文化センターホールの現況ということで、まず町民満足度調査という

ものを令和元年に行いました。これは町全体の行政についての調査であったのですが、下諏訪町で

の生活において全 51項目の中から満足・不満足・今後重要になると思うものを選択していただく形

で、文化センターの事業と利用については、満足充実が 5.24％、不満不足が 2.09％、今後重要とい

うのが 1.83％という形になっております。この結果を踏まえ、やはりもう少し、活動を活発にする

必要があるのかなっていうところが課題なのかなと感じております。 
続きまして（2）これまでの改修を計画した箇所ということで、基本設計における改修計画内容、

施設概要及び工事費概算書というものを、資料 3の別紙の 1ページをご覧ください。 
基本設計においては各施設の不具合な場所を改善する場所、経年劣化している場所をある程度調

査、把握した上で、このような改修が必要なのではないかというものが示されるものあります。な

かでもで、二つ目の四角いポツ、改修計画概要ということで、大ホール、小ホールの天井脱落防止

計画については、現法令に適合させるよう、また安全の確保を図るよう、特定天井、いわゆる吊り

天井の解消を目指すものとなります。②の機械設備改修計画というところでは、大ホールの空調が

効きにくいなど、経年劣化による機能低下、その改善とあわせて避難所の環境の快適性向上を図る

ために行うものであります。③の電気設備改修計画では、同じく経年による機能低下というところ

で、非常時の対応等が懸念される状態であることからその改善を図る。④の舞台機構設備改修計画

は、同様に機能低下により事故発生を未然に防ぐための改修。舞台照明設備につきましては、旧態

化また機材がもうないというところも踏まえまして、利用者の要望にこたえるための改修となりま

す。音響についても同様の状況となります。トイレの改修につきましては快適性向上というものに

なります。基本設計の段階で、これらの改修箇所の指摘を受けまして、今度 3ページをご覧くださ

い。実際にどのような工事をしたらいいかということが、この部分になります。二つ目の四角いポ

ツとして、建築工事的には大小ホールの天井脱落防止対策工事をまず優先的にやる。続いて、トイ

レの改修、雨漏りの改修、設備耐震に伴う付帯工事ということになっております。 
次いで電気設備工事については、以下の項目。機械設備、舞台設備という形で実施設計を行い、

先ほど町長、教育長のあいさつの中にもありましたが、13億余りという改修の費用が積算されたと

いうことになります。 
この辺の詳しいお話につきましては改修計画を取りまとめる話の中でまた改めてご説明をさせて

いただきながら、詳しくやっていきたいと思いますので、今はざっくりと言う形でお願いをしたい

と思います。 
続きまして、資料の方にお戻りいただいて、今度は、事業活動の状況ということで、資料の 5ペ

ージをご覧ください。近隣文化ホールの使用料金比較表ということで、近隣市町村、岡谷のカノラ

ホール、諏訪市文化センター、茅野市民館等の各施設の座席数、休日昼間、一番利用頻度が高い 9

時から 17時というところの時間帯の料金の比較、また冷暖房代の料金の比較を載せさせていただい

ております。 
続いて 6ページ、7ページをご覧ください。6ページについては年度別の使用状況表となっており

ます。大ホール最初の菱形のところポツ３つでは、利用件数別の数字を載せております。令和 3年

度につきましては、開館日数 250日に対し、使用した総件数が 41件。内訳は、音楽関係が 22件、

演劇関係が 4件。芸能関係が 7件。映画関係はゼロで、各集会関係が 5件、その他 3件という内訳

になっております。総利用者数につきましては、主催者側の人数が 2330人。観客が 5895人、合わ

せて 8297人という形。使用料額、備品を含んだ使用料金の額でございますが、269万 4150円とな

っております。稼働率という形で、書かせていただいている数字につきましては総件数を開館日数



で割り返した数字となりますが 16.4％が稼働率。その最後が 1件当たりの人数というところで 1件

当たり 200.7人の方にご利用いただいたという形になります。分かる範囲で数字を入れてあります

が、入っていないところは不明やまた統計を取っていないところということで空欄となっておりま

す。 
本表につきましては、下の米印の一番上、その月において準備を含めて複数日の利用であっても

同じ団体であれば 1件とカウントして、計上、計算しておりますので、そこをお含みいただければ

と思います。またその下の利用別日数表につきましては、使用日数に対しての稼働率というものを

算出したものになります。令和 3年度の状況で言いますと、開館日数 250日。先ほども申し上げま

した 250日に対して、使用日数は 59日、稼働率は 23.6％という形になります。なお本統計上は、

時間別いわゆる午前、午後、夜間っていうところでもって区分した集計をしておりませんので、ご

了承いただきたいと思います。そんな形でこの表を見ていただきながら、今度 7ページは小ホール

の数字になっておりますので、あわせて改めてご確認いただければと思います。 
続きまして、8ページ、9ページをご覧ください。年度別の主な利用等団体ということで、平成

20年度以降に主に利用いただいた団体について記載をさせていただいております。学校関係、部活

関係といったところのご利用、また各種団体、多くの団体に文化センターをお使いいただいてると

いうところになります。 
続きまして、10ページには、小ホールの状況を記載させていただいております。 

11ページからは各年度の自主事業、いわゆる貸館の部分についてのお話をさせていただきました

が、11ページ以降は、町主催の事業という部分の一覧表となっております。平成元年の開館以来、

各種事業を行ってまいりましたけれども、近年はやはり修繕にかかる費用が多いというところもあ

りまして、なかなか自主事業を行うだけの余力がなくなってしまっているということになってしま

っております。 
簡単ではございますが、以上で説明とさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 

 

〇事務局 
それでは下諏訪総合文化センターの活動について皆様方にご意見、ご感想をいただきたいと思い

ます。その前に、今のご説明に対して、質疑等ある方はお願いいたします。 
 

よろしいですかね。それでは今の説明に対しての感想やご意見ございましたらお願いします。 
 

〇委 員 
音楽、オーケストラをやっている立場から言うと、音楽ホールは大事だと思っていて、昭和 63年

時点ですけど、私覚えてるのは、演奏会があったんですよね。 
当時私は高校生だったんですけれど、当地出身の有名な指揮者のご子息が指揮を執って演奏した

記憶があります。当時諏訪の地方ってちゃんとしたホールはなくて、カノラホールもできたばっか

りでしたが、当時の諏訪市は北沢文化会館と言ってあんまり音響的によくはなくて、舞台用のホー

ルでどちらかというと演奏会、クラッシックを行うという雰囲気ではなかったんですね。そういっ

た意味では、下諏訪文化センターが画期的だったからよく覚えてる。当時は茅野にも駅の前にホー

ルがあって、ちょっと小さくて、市の規模としてちょっと小さいかなという感じだったので、やっ

ぱり下諏訪文化センターというのは当時の下諏訪町の規模からしても、やはり頑張った方なんじゃ

ないかなっていう。 
自分としても今日話して 30年経ったことに意外と自分が気づかなくて、自分も歳をとったという

のはあるんですけど、そんなに長く使われたんだっていうことと、改めてその改修の必要性ってい

うのはちょっと初めてお聞きしたんですけど、かなり予算的にかかるんだなっていうことが分かり

ました。また、これを全部町の予算で改修するのは非常に難しいなっていうのを感じてます。 
これからの話だと思うんですけど、人によっては、また団体によっては意見違うと思うんです

が、音楽をやっている立場からすると、やっぱり響きのいいホールっていうのはそうあるべきです



が、ただそれ全員が全員使うわけではないし、皆さん聴く立場もあるし演奏する立場もあるし、私

はどちらかというと演奏する立場から意見を言ってしまうと、やっぱり今のホールをできるだけ維

持してもらいたいというのが正直なところです。 
長くなってしまい申し訳ありませんが、川崎のホールは地震で天井が落ちてきて半年とか 1年と

か止まったんですね。そういうことを考えるとやっぱ安全なシステムが重要なんで、これも改修し

ないとって事情も分かります。なのでそういう安全を担保した中で、やっぱりそういうホールを維

持するっていうことを色々考えてほしいと思いました。 

 

〇委 員 
今回まずこのコロナの時のこの 3年おいて、このホールがどれだけありがたかったかっていうこ

とをちょっと説明させていただきたいと思います。今、自治体はコロナの関係で、例えば岡谷、諏

訪、それから茅野、富士見ぐらいまでどこもホールを一切貸してくれなかったんですね。昨年も一

昨年も。先月まではどこも貸してくれなかったです。うちはダンスチームなんですが、諏訪、茅

野、原村までに渡ってあるチームの下諏訪のチームになりますけれども、例えばですが、茅野の団

体は場所を貸してもらえないのでもう 1年以上活動ができないんです。芸能祭もすべてなくなって

しまって、唯一やらせてくれるのが下諏訪だけだったんですね。町長さん含めて皆様の下諏訪って

いう自治体がありがたかったんですけど、もう下諏訪だけがやらせてくれるということですべての

諏訪平のダンスチームが全部集まって３月に発表会をやらせていただきました。昨年もやらせてい

ただいたんですが、もう、とにかく唯一やらせてくれるのが下諏訪だけだということでもう救いの

神くらいな感じでみんな集まってきて活動させていただいております。 

ホール自体の規模もちょうどよく、大ホールは７００人くらい小ホールが３００くらい。これも

また使いやすくて、非常にいろいろなイベントやるのもいいもんですから、存続を考えるならぜひ

とも存続は当然していただきたい。 
今回、子供たちに公民館について聞いてみたんですけれども、ここはあすなろ公園があって、あ

すなろ公園で例えば塾に行く前に遊んでて、ちょっと雨が降ってきたときにここに寄ったりして、

それから塾や習い事に行くような使い方をすると。非常に来やすいから、もっと来やすくしてって

いうような意見が多いんですけれども例えばもうちょっと５時過ぎにも裏の玄関を開けといてと

か、もうちょっと自販機の種類増やしてとか子供たちはそのようなことを言っています。中でも小

学校６年生の子がここは来やすいからもっと子供にも来れるようにして欲しい、もっと気軽に来た

いと言っていました。何かあるときはもちろんあるんだけども、何もないときでも何となく来れる

ようにして欲しいというような意見もありまして、やっぱりここは立地もいいしイベントでも利用

しているものですから、もっともっと使いたいっていうような意見が小学生２人くらいからありま

した。 
もっと言うと、高校生なんかも外の噴水のところや屋根の下のところなんかでもちょっとイベン

トなどをさせてほしいとかいっぱい出てきまして、どれだけここがみんなにとって憩いの場である

のかっていうのがよく分かったと思います。 
この 10回の中で、ぜひともみんなで意見を出し合って、いいなっていうゴールができたらありが

たいと思います。 

 

〇委 員 
これまで子供たちも音楽に限らずいろいろな発表の機会に利用させていただいてまして、私が下

諏訪町外に勤めているときもここが大変駅に近いという立地条件、また駐車場も充実していて大変

満足してありがたく利用させていただいた、そんなことを覚えてます。 
今思うことなんですけども、令和 5年以降、部活動が、学校の部活動が変わる。どういうふうに

変わるかって言いますと、休日の部活動を段階的に地域移行していく。そんなことがあり、運動の

部活動に限らず音楽文化的な部活動もそうなっていくと思うんですけれども、そんな時に例えば



今、北小には金管バンドがありません。合唱団はあります。ところが、中学へ行くと社中には金管

吹奏楽はあるんだけども、合唱団がない。というような状況があるんです。じゃあその子供たち

に、機会をなるべく与えたいっていうふうに考えたときに、南小の金管バンドと、北小の希望する

子たちが合同で練習するとか、中学の合唱についてもそうですよね。社中で合唱をやりたいと思っ

ている子供たちが、町内の中学生と広く合同で練習できる。そんなことができたら最高だなってい

うようなことを考えておるわけです。そうしたときに、地域に移行されることを前提に、子供たち

が安全に集まりやすい、そういう場所であって欲しいなというようなことを思っております。以上

であります。 

 

〇委 員 
私、自己紹介の時にも話をしたんですが、建築の専門家ということで、建物というのは長く使え

ば使うほど傷むわけです。傷んでいけばそれを直さなければいけない。直すことによって建物が長

生きするということになりますので、必要なものは当然やっていかなきゃいけない。耐震に対して

の補強っていうのは人の安全を守るということなんですが、建物は生きてるもんですから、それを

何とか守っていかなきゃいけないということで、定期的なメンテナンスが必要になってきます。た

だ今回大規模な改修をするということで、たまたま天井の改修も含めて、幾つかの不具合が出てき

ているというようなこともありますけれども、どうしても必要なものはやらなければいけない。当

初 17億って話を聞いていたんですけど、今見ると 13億で賄えるような形になっていますけれど、

ほとんど設備機器になります。天井の改修はわずか 1億ちょっとぐらいですので、そのくらいの費

用は多分出るだろうと思うんですけど、使う中で、例えば昔の音響を使ってると今の時代とは違っ

てくる、照明器具も LED化することによって寿命も長くなりますし、電気代も安く済むというよう

なことも含めて、改修の時期には来てるんだろうと思うんですけど、これを一気にやってなんてあ

まりに金額がかかりますので、それをどう町民に納得してもらうかいうようなことにもなるという

ふうには思います。使い勝手の方の善し悪しは私も分かりませんので、音響に関しては音響設計が

ありますので、そちらの方で設計をして、天井を当然変えるとなると音響設計もしながら天井の改

修をしなきゃいけないということだろうと思うんです。機器に関してはちょっと専門家ではないん

ですけれども、知り合いの専門家が改修が持ち上がったときに、もう音響は駄目だというようなこ

とは言ってましたが、今ある設備ほど要らないよっていうような話だったんですね。非常に豪華な

設備があっても、そこまではいらないだろうというような意見も一般的にはあると。専門家もその

ように言っています。舞台照明についても、今までの例を見ますと劇団が来て劇をしたりとか、歌

手が来て歌謡曲を歌ったりというような形は最近ほとんどそのような事例はないというようなこと

になると、その使用目的に合った仕様にすれば費用も抑えられるだろうというふうには思っており

ます。今、私も初めて改修内容を細かく見させていただいたんですけど、優先順位をつけてやっぱ

り選んでいくことが絶対必要だというふうに思います。一気に全部やるっていうのは財政も圧迫し

ますし、建物が傷まないけれども改修の手を加えていくと。トイレに関しても洋式化というような

こともありまして、実は１階のもみの木ホールの脇のトイレの一部は洋式化を私の方でさせていた

だいた経緯があるんですけれども、この建物が建った 33年前っていうのはなかなか洋式というより

和便になっていたり、時代の流れによっても建物の造りが違ってくるというようなこともあります

けれど、洋式化をしなければ人が使えないかっていうようなことを考えれば、そこはちょっと我慢

できるのかなとか、そういうこともあろうかという風に思っています。いずれにしても改修という

ことになりますと、私はハードのことしか分からないものですから、ソフトの件につきましては皆

さんのご意見を聞きながらというふうに思っておるところでもございます。 
ただ町民の皆さんが納得できるようなこととなればいいっていうことと、一つ質問したいと思っ

たんですけれども、年間の使用状況を見ますと、当初より大分もうずっと年を取るごとに若干減っ

てきてるというようなことで、ここ２年も相当減ってるんですが、これはコロナの影響もあるんだ

ろうと思うんですけれど、利用状況が減ってくることについては、先ほども満足度調査の中でも、

若干不満だとか不足だとかっていうパーセンテージもあるわけですが、そういったことも影響して



るのか、その辺も今日皆さんの方から意見が出て、こうした方が扱いやすいという話が出てくるん

だろうと思うんですけれど、当初よりは大分利用率が減っているということがちょっと気にはなり

ます。この辺がもし事務局の方で理由とかわかれば、教えていただければと思いますが、以上で

す。 

 

〇事務局 
はい、今のご質問についてお答えをさせていただきたいと思います。やはり近年は確かに減って

おります。ここ最近はコロナということもあるんですが、平成 20年頃を境として、どちらかという

と事業を行うということよりも施設の修繕にお金をかけるという方向にシフトを切った、変えたと

いう、どうもそういうことがあったようで、自主事業を縮小することとした経過、記録が残されて

います。また、予算の話になってしまいますが、やはり一つの事業を行いますと、使用料またはチ

ケット代での収入を差し引くと、支出の方が多いというのも、縮小傾向になってしまったのではな

いのかなというふうには考えております。 

 

 

〇委 員 
もう 1点、ランニングコストのことはここの資料に載ってないんですが、この建物を維持するの

にどのぐらいかかってるかとか、電気代がどのぐらいか、年間のこの予算というのは、次回でもい

いですけど示していただければありがたいなと思うんですけれども。特にこの資料 3の 6ページか

ら見ると、その利用率も減っているけど収入、使用料が減ってるというふうなことになりますの

で、その収入と支出のバランスが当然悪くなってるんだというふうに思うんですけれども、それも

ちょっと資料として出していただければと思うんです。次回で結構です。 

 

〇事務局 
今回につきましては、概略という部分で出させていただきました。予算の暦年の関係の収入支出

の部分についても、これからのお話の中で改めてご説明をさせていただき、そんな資料をお示しし

たいと思ってますのでよろしくお願いします。 
 

〇委 員 
3点ほど話したいと思うんですが、まず先ほど合唱の話がありましたけど北小、南小合同という

ことで、野球で第三野球部というのが下諏訪に社中と下中で合同で野球チームを作り練習をしてい

て、確か監督指導者も民間の人がやってるように記憶していますが、頑張ってますので、音楽の方

でもそういったことが可能ではないかというふうに思いました。 
それでここの話になりますけど、利用者の立場でお話をしたいんですが、つい先日も岡谷のカノ

ラホールでオペラをやって 3人で行ったんですが、終わってからコーヒーを飲んでいこうという話

になったんですが、カノラにある喫茶店が営業していないみたいで、街の中に出てったんですが、

時間の関係でなかなかなくて、車の中で 1時間ちょっとおしゃべりをしたというようなことがあり

ました。茅野の市民館に行くとカフェがありまして、あそこは非常に使いやすい利用しやすくて、

演奏会に限らず、例えば写真展なんかがあった時にみんなで見に行って終わるとすぐにカフェがホ

ールの中にある。だから、そこでコーヒー飲んでおしゃべりして、絵も楽しかったけどそれ以上に

おっしゃべりが楽しかったと。音楽だけに限らず演劇やそういうことに限らず、いろんな人とおし

ゃべりができるというような場があったらいいんじゃないかと。例えばヨーロッパにいくとオペラ

を見た後には、皆でワインを傾けておしゃべりをするとかそういう習慣があるんですけど、この辺

にもそういったものが、もっと音楽そのものではなくてそれに附帯する何かがあってもいいんじゃ

ないかなというふうなことを思います。例えば、１階の文化センターの前にカフェかなんかがあっ

てみんなが行ける。あすなろ公園で遊んだ子供たちも行かれる。体育館で運動した後の人達も、カ



フェには外から入れるとか、あとは演奏会があったときにはホールの方から入れるというものがあ

ると、わざわざ外を歩き回らなくても同一の場所にあればいいかなと思います。 

もう一つは演奏会のお手伝いをしたときにいつも感じるんですが、例えば○○さんの演奏会をや

るという時にいろんな便宜を図ってもらいたいということを思います。新聞社の方もそうですし、

町の方にも言うんですよね。だから例えば○○さんはこういう方ですと、町の広報誌に載せてもら

いたいと。何月何日にこういうのがありますよって言った時に、いやそれはできませんと言われて

しまう。一つだけ認めると、他の人たちのもみんな認めなきゃいけなくなっちゃう。みんな公平な

んだと言うけど、僕はそうは思わなくて別格で扱うべき人もいるんじゃないかと思うんだけど、そ

ういうことで最終的には認めてくれたんだけれども、ただしそれも制約があるため、既存のポスタ

ーではダメだということで結局ポスターを作り直して、間に合わせたということがあったもんです

から、いろんな演奏会をやるにも、下諏訪出身っていうのがあったならば、やっぱりそこは便宜を

図ってもらいたいと。 
ただしホールの方にはみんな頑張ってもらっていて、ああしてこうしてくれって言ったら皆やっ

てくれるもんで甘えてるんですけども、本当にいつも感謝してます。ありがとうございます。 

 

〇委 員 
ちょっと私まだいろいろ勉強不足で、感想程度になってしまいます。話が広がってそれてしまう

かもしれないですけど、お許しいただければと思います。私もステージで何かをしたことがあるわ

けじゃないんで、わからないんですけど、ただよいホールって言ったときに、やっぱりこの使用率

の問題があると思います。例えばカノラホールというあれだけ立派なホールがあるけど、地域で使

ってるかもしれないんですけど、例えば講演とか、外のアーティストがあそこに来てくれてやった

ときに、どれだけお客さんが入っているのか、結構ガラガラの演奏会も見てきました。それはすご

く残念なことで、やっぱりホールっていうのは、音楽にしても演劇にしても、やってる人だけじゃ

なくて、初めてそれに接する人が、触れる大事な場だと思うので。ただこの集客を頑張るとかだけ

じゃなくて、もう町として、その文化を子供たちや若い人あるいは大人でも音楽の素晴らしさに触

れることができるようなものにランクアップをしていく。ただそれはすごくお金もかかることだ

し、それだけじゃなくすごい良いところを建てることもお金がかかる。せっかくいい演奏家を呼ん

でも、なかなか半分も入らないっていうのは、それはそれでお互い非常に難しい問題になってくる

というのと、あと下諏訪っていい意味で狭いですよね。それで諏訪平もそれぞれ特色のあるホール

であったり、問題を抱えてるホールとかあると思うんですけど、この下諏訪だけですべて賄うほど

のものを持つ必要があるのかっていうと、そうではなくて、例えばここら辺で一番大きいホールだ

ったらカノラホールの大ホールがあるし、下諏訪は下諏訪の特色、諏訪の平の中でこういうことや

りたいから下諏訪でやろうよというような。町民だけじゃなくて、もちろんその外からもどんどん

来て欲しいですけど、この諏訪の平というところで広く見て、それぞれに特色のあるホールがあれ

ばそれを使い分けてやっていくっていう、そういう視点が少しあってもいいのかなと。下諏訪だけ

で頑張ってとりあえず全て揃っているような施設というよりは、しっかり特色のあるものがいい。

私の知り合いが市民団体で、多分昔作った一般ホールなんですけれども、音響的に非常に厳しいと

ころがある。多分このあたりは別の委員さんもよくご存知だと思うんですけど、それで、日本全国

とかのいろんなホールを視察しに行って、自分たちの街にはどういうことが必要かということを一

生懸命勉強してそれを市長さんに、提言してるっていう団体があって、残念ながらまだ新しいホー

ルはできてないんですけど、例えば下諏訪もそういう人たちの意見を多くもらうことができるかな

と私は思っています。 
それとちょっとそれちゃうんですけど、音楽でも演劇でも何でもホールだけでなくて、他にもそ

ういうことができる、例えば、音楽でいうと、室内楽っていうジャンルがあります。それは 1人だ

ったり 4人だったりとか非常に小規模で観客の人も 50人ぐらいでもいいです。そのくらいの規模で

できる演奏会というのがあるんですけど、例えば東京の方だと池袋の明日館みたいな。ああいう立



派な建物を動体展示っていうか、使いながら保存していくって形であそこも結構演奏会をやってる

んですけど、運営をどうするかって話にはなってしまうんでしょうけど。その視点で町内を見渡し

たときに、随分立派な建物も残念ながら壊しちゃってるんです。もし、何とかして使えるような建

物があったときに、その町内の文化活動が使う場としてそういった古い建物を文化的な活動をする

場として、使いながら維持してくっていうのもありだと。ちょっとこのホールから離れちゃうんで

すけど、文化の拠点のホールとして、町内全体を見たときにここで、こういう演奏会が町から、少

し広がってくような輪ができると、さらにいいかなっていう個人の感想なんですけども、ちょっと

そういうふうに思いました。 

 

〇委 員 
先ほどの質問の中で、文化センターのホールの使用率がだいぶ下がってるという状況ということ

ですが、ここ 2、3年はもちろんコロナだったと思うんですけれども、私ども合唱団のことで考えま

すと、諏訪地域合唱団いっぱいあるんですがどこも高齢化になっていて、若い人が入ってこないと

いうことでだんだん人数がどこも減ってきているんです。実際知ってる団体も、ここ 1年ぐらいで

もうやめちゃうとか、やめちゃったという団体もあるんですね。そういった意味で町民音楽祭なん

かの団体出場数も毎年どんどん減ってきてますよね。そういったことで合唱団について言えば高齢

化が原因で団員が減っちゃっている。他もそうじゃないかなと思うんですけれども、それが大きな

一つの理由だというふうに思いました。 
先ほど言ったホールの使用率が落ちているっていうこととホールにお金をかけるっていうことの

関係で、先ほど話も出ましたけれども今回こういう改修をということで、詳細は私も勉強不足なん

でちょっとまたいろいろ見させていただいているんですが、やはりさっきも出たとおり、法的とか

安全性でどうしてもやらなきゃいけないことっていうのはやっぱり優先してやっていくべき。そう

しないといけないと思いますし、財政的な予算面の制限があると思うんでお金を幾らでもかけられ

るようでしたら、立派な本当にすごい良いホールにしてもらえばと思いますし、先ほどのカフェな

どにもお金かけられるのかなと思うんですけど、やはりある程度どうしても制限があると思うの

で、こういう会議がつくられて、見直しをしなきゃいけないってことになったと思います。改修は

大ホールと小ホールの改修が主ってことですよね。私どもはリハーサル室とかを一緒に使ったりし

てたんですけど、空調がよくないし、コロナの関係であそこは人数制限されちゃってるんで、今 20

～30人の団員だと、あそこの場所はできないということで、他の場所を使ってるということもある

んですがリハーサル室とかの改修はないんですかね。ちょっとその辺まだいろいろ詳細は分かって

ないので、また見ていきたいと思いますけど、ただ先ほども諏訪の文化センターがああいう感じな

ので、私も諏訪市の合唱団に入ってるんですけど、諏訪市の合唱団も結構多くの団体が下諏訪のこ

こを使ってるんですよね。そういう意味では、すごく使い勝手のいいホールだっていう話はどこか

らも聞いてます。 
規模的にもカノラさんみたいに大きくもないですし、ちょうどいい感じかなっていうふうに思っ

て。先ほどもちょっと言わせてもらいましたけど、気持ちよく使わせていただいているんでこのま

ま維持、もちろん良くしていくところは良くしていただきたいですけれども、その辺はちょっとい

ろんなことを見ながら、どの程度やっていけばいいのか考えていけたらいいなと思っています。 

 

〇委 員 
一番基本的なことですが、下諏訪文化センターのあり方を検討するってことですが、これには事

務室、それから公民館は含まれないんでしょうか。私どもの認識の中では、文化センターっていう

のは大ホール、小ホール、事務室などがあって、公民館を含めて文化センターって意識してるんで

すが、お話の中に公民館は一切出てこないので。私は参加する時に公民館も含めてのものと思いま

すが、その辺を後でお聞かせください。 

それから建物の老朽化っていうことはどこも抱えてる問題で、加えて人口減少が一番大きいと思



います。フランスなんかに行きますと、どこに行っても赤ちゃんがいるんですよ。ずっと昔、もう

長い前から、子供が 3人生まれると、厚生年金が、フルタイムで働いていた人の扱いになるんで

す。そういうことがあるから、小さな中学があると思って中に入っているとワイワイ学生がいる。

それが日本はちょっと遅れて今、一生懸命子供さんの政策に政府が取り組んでおられますけれど、

そういうことで人口減少は自治体の長の方、それから職員の皆さん、私たち町民もすごく重い負担

を抱えていると思っています。 
それで公民館や事務室の問題ですね。さっきの建物の建築のことで、必要なものを最小限に絶対

必要なものからまずやっていけば改修は可能なんじゃないかっていうお話を聞いてとても心強く思

いました。 
新聞ではどういうふうにしてこういう金額が出されたかの説明は、私も忙しくてちゃんと読まな

いから勉強不足と思いますが書いてあったんでしょうか。つまりどことどこが入札して、そういう

金額に決まったとか。それを読んだ記憶がないんです。それは現町長さんの前の時の問題だと思い

ますが、私ども自分の家を建てた時に、友人の家とかを見てとてもいいなと思って、工務店さんも

しっかりしてるっていう推薦で何も考えずに家を建てました。ところが、夫が何年か経ってから、

ポロッと言ったんです。会社のお金で何か建物を建増しするのには最低 3社以上の見積もりをする

と。ところが、我が家では、見積もりもせずに、一社でパッと決めてしまったという、僕たちは勉

強が足りなかったねっていうことを夫が申しました。今、建築の状態も大変厳しいです。私はその

中でも諏訪で大変頑張ってる会社の CEOが教え子でおりまして、大変大きな社屋を立てるのに、逆

に建築資材費などの高騰で後ろ倒しになっていると。自分たちではなくてそういう建築の要件で遅

れてるっていう話も最近に聞いてそういう事情があるなと思いましたが、入札の問題は私の勉強不

足だったのかどうかっていうことが 2番目の質問です。 
これから 10回かけて考えていきたいことは、私も音楽のことではここにいる皆さんにお世話にな

って、クラシックの部分で子供も含めてお世話になることが多かったんですが、後援会に入ってい

てもチケットが取れないっていう世界もあるわけですよね。ですから、まず建物の最低限の安全性

を守る、そういうことから始めることは一番ですが、何より大事なのはソフトを考えることだと思

います。私は、ある歌手が好きで娘が私の代理で後援会に入っていますが、それでもチケットを取

るのは大変というような世界もあるんです。今日の会議では 80代は私だけだと思いますけれど、高

齢化してますから、若い人のニーズを聞いて参加させることが大事だと思うんですが、諏訪響さん

あたりでもそうでしょうが、若い人は組織に参加して何かをやるってことはとても苦手なんですよ

ね。ですから彼らのニーズを吸い上げて少し年寄りの時間がある私たちが手助けをしてもいいか

ら、若い人のニーズを聞いてホールを使うものにもっとそういう企画を入れていく。もちろんいま

まで使ってくださる各種団体はすごく大事なんですけど、そういった人数が少なくてもそういうも

のを育てていく。10回かけてそういうソフト面に、これからも若い人の参加を呼びかけてやってい

っていただけたらと思います。 

 

〇事務局 
先にご質問についてお答えをさせていただきたいと思います。 
公民館はというお話だったんですが、基本的には施設全体ですので公民館、勤青ホームも含まれ

るんですが、今回の計画の中では最重要な場所ということで大ホール、小ホールの天井というのが

一番ですので、天井の次にご利用いただくにあたって冷暖房設備の更新というところを主なものと

しておりまして、そんな形で改修計画を立てさせていただいた都合上、公民館、勤青ホームまで手

が回らなかったというのがあります。ですが基本的な考えとしては、そこも含めた全体の改修をど

うしていくかという、最終的にはそこの部分にも触れたいと思ってます。 
もう一つ入札というところなんですけれども、基本的には、新たに建てるものであるならば、 

当然複数の業者が入って入札ということになるんでしょうけれど、今回の場合はいわゆる改修とい

うところ、また音響の設備、音響が一番重要なホールに手をいれるということをもって、音響につ

いて熟知している、ここを建てた業者にお願いをしてるということで入札を経ずに随意契約という



形をもって、契約をさせていただいたということになります。 
 

〇委 員 
契約させていただいたってことはもうしたということですか。 

 

〇事務局 
この改修工事についての契約はしていないです。その前の実施設計、基本設計というその段階で

の契約をしました。それについては設計の段階までは進んでるんですが、改修の工事についてはま

だ一切進んではいないし、当然この会のご意見の取りまとめを踏まえて実際の工事着工という方法

になると思っています。 

 

〇委 員 
私は会館の管理者という立場で今見てたんですけども、まずこの建物の耐用年数といいますか、

多分 60年ぐらいはあるんじゃないかなっていうふうには思ってるんですけど、そうするとあと 30

年使いますということになるんですが、あと指定避難所にもなってるということなんで、天井は最

優先事項なんだろうなという風に思います。 
その改修はですね、設計業者の資料を見ると、やはりちゃんと躯体にしっかり天井をつける工事

なので私は基本的にはそういうのにすごく賛成です。 
先ほど皆さんの意見を聞いて、やっぱりクラシック音楽が文化センターの稼働の中の大半を占め

ているっていうものですから、やはり天井を張りかえると音響はどうしても変わってしまうんです

よね。それで現在の音響が非常に良いということであれば、絶対に死守しなければならないこと

で、天井を張ってみたら響きが悪くなっちゃったら話にならないものですから、今回の設計を当初

設計した会社の方にやっていただくのは、適正だろうなと思っています。 
あとは改修が 13億という数字が出てきたということなんですけども、やはり優先順位はつけない

といけないだろうと。それで天井をまず最優先として、あと冷暖房も止まってしまうと活動もでき

なくなってしまうんで、やらなければならないということと、あと音響も具体的に設備のものです

ね。やはりこれが止まってしまうと、私も元々舞台をやっていたのでよく分かりますけれど、補償

問題に発展しちゃうような状況があるので、それについては重要だと思います。 

そして、どのぐらい開館を止めて工事をやるのかっていうこともちゃんと町民の皆さんには説明

して、それでこういう訳でこれだけの期間が完全に閉館になりますよっていうことは、理解しても

らわなきゃならないです。それからちょっと話しが変わりますが、あと稼働率はやっぱりどうして

も、私どもも苦労してるんですけど、コロナを抜いても 20％～30％間くらいですよね。そうする

と、多分この使用料収入では、当然賄えるはずがないです。先ほど委員さんからありましたけど

も、そもそもランニングコストがどのぐらいかかってるんだっていう中で、正直言って利用料収入

とかそういうもので、賄える額ではとてもないはずなので、そうなるとこの文化センターは誰のた

めに何を目的とするのっていうところを、もう一度原点に戻って考える必要もある。先ほどの小学

校、中学校の話もありましたけれども、実は我々の地域でもこれからどんどん少子化になってく中

で、学校のクラブ活動も正直言って学校単位で難しくなってきてるっていう、高校からもこういう

声が出てるんですよね。そうすると、やはりサッカーではないですけど、クラブチームみたいなも

のをやはり設けて、それで本当に活動したい人たちは、そういうところで活動できる場を作ってあ

げないと今後は大分厳しくなるんじゃないかと。そういったときに諏訪圏域では、カノラホールさ

んもありますけども、この下諏訪文化センターさんはこの土地の皆さんのために何を提供するんだ

っていうところを 1回考え直してですね、もちろん費用対効果がすぐ言われるんですけど、正直そ

れはもう非常に厳しいと思います。であれば今は 20％から 30％ぐらいの稼働率なんで、町民の皆さ

んがどのくらい使ってらっしゃるかちょっとわかりませんけど、いずれにしろここがこの町の文化

の発信にならないととは思うんですよね。だから、改修はこういうビジョンでこうやるという、例

えば有名なタレントさん呼んできてショーをやるってそういうことではないと思うんですよ。そこ



のところの詰めをもう 1回、町としての方向性といいますかね、それを出したうえで、この改修を

して 30年を使うんだよ。そして町民のための避難所にもなるんだよっていう中で、これも絶対やん

なきゃダメだねと。そして、やったことによってこういう事ができるんだよっていうことを見せて

あげないと、町の人も 13億かけてこれを直して、実際何に使うのって話の時に多分しんどくなっち

ゃうんじゃないかなと思いますね。学校に限らず文化団体含めて、やっぱりここで活動するために

は何をやってどんな場を提供するんだっていう、そういうビジョンを作って発信することも大事な

のかなあというふうにちょっと感じます。 

 

〇事務局 
ありがとうございました。皆さんのいろんなご意見、まさにその通りだと思います。確かに先ほ

どもお話をさせていただきましたが、施設のあり方というところも、皆さんが言われることだと思

います。その考え方の精査が不十分である。それに将来どのような役割をもって、どのような活動

していくのかっていうところの精査が不十分だった。そのように感じるところから、この検討会を

設けたというところがあります。 
まず、この文化センターが、何を目的でどういう役割を持たせてやっていくのか、将来的にそう

いったところの位置付け、役割というのを明確にした上で、いわゆる基本方針というものを取りま

とめたいと思ってます。それを取りまとめた後に、じゃあその役割のためにはどのような改修が必

要かっていうところのお話をしていきたいと考えてます。 
なので当面そういった運営的な話が中心になって、改修という話から離れるとは思いますが、皆

さんのそういったところの想いも踏まえまして、基本方針を策定していきたいと思います。 
どうもありがとうございました。 

 

〇委 員 
入札の件なんですけれども、これについては私も非常に疑問を持ってまして、町長も違います

し、課長も違う方が決めてるという中で非常に言っていいかわからない状況があるんだろうと思う

んですけれども、確かにここを設計した山下設計さんなんです。 
改修工事に関しては我々専門家がみると、やった人が改修設計する必要ないだろうと。公明正大

に入札をすればいいだろうというふうに思ってたんですが、何回もお話してもここをやった人にや

ってもらった方がという一本槍で突き進んでいったということで契約をされて、実は実施設計が

7000万というお金がかかってます。そのお金がそのまま生きればいいんですけど、例えばここで議

論をしたことによって内容が変更になるということになると、そのかけたお金は無駄になってくる

訳ですね。非常にその決め方に対しても不透明だという我々業界でも話があったんですけれど、そ

のままやられたということを、こういう会ですから皆さん知っていた方がいいと思います。その実

施設計で 7000万、基本設計はまたその前にある。これから工事が始まると監理料というのがありま

す。ですから設計事務所に 1憶以上あるいは 2億近い金額が動くということなんですね。それも本

当に妥当なのかっていうことも本当は議論しなきゃいけないんですけども、すでに決まってしまっ

てますので、それはそういうことだと承知をいただきたいということと、実はその資料をちょっと

見返してみますと、この大きな資料の 2ページ目に、13億の内訳があるんですね。この中に、LED

化っていうのが真ん中の 3番の 8番にあるんですけどこれが 0になってる。これを見送ってるとい

うことで、大分金額が減ったなと思ったら、実はやめた工事があって、3億になってる LED化とい

うのは、SDG’Sあるいは脱炭素化ということには必要なことだろうと思うんですが、こういったもの

もやめてランニングコストを計算したのっていう話もあるわけで、今までの電気代と比べて LED化

すると、大体 7割ぐらい安くなるはずなんですよ。そういったものをやめて金額を下げるというこ

とで、最初は 17億だったか 19億だったかな。そのくらいかかっての 13億になって安くなったんだ

と思ったら実はやめた工事がいっぱいあるということで、ここに見ますと、例えば舞台機構設備改

修工事も 0なんですね。これはやらないということになっていて、照明と音響をやるようになって



るんですけど、ただ、さっきのトイレの水洗化も 0ですね。やらないという見積もりが出てきた。

非常に町民からみたらの 19億って多いよねっていう声が多々あったんで、そういった見た目でもの

をやめて減らしたというような感じも実はするんですね。こういったことが、後先になってこうい

う話になって、非常に私も不快感もあるんですけれど、こうなった以上はしっかり町民のために無

駄な税金を使わないという方向でいきたいというふうに思うんですけれど、まあどうしても必要な

ものをって残ったのが 13億かなと実は見ているんですけれど、これからどうやって減らすのかとい

うこと。 

もう 1点、先ほどの物価が今スライドしてます。この見積もりが出たのが去年なんですね。実は

去年から今、建築物価で 2割ぐらい上がってるんです。ですから 13億の同じ仕事をしようと思うと

15億を超えるという状況に、おそらく再見積もりするとなります。ですからそういったことも含め

て契約していかなければ、とてもこの 13億でやってくれといってもどこも契約してくれない。とい

う状況が今、建築業界ではあるいうことも皆さんの知識の中に入れておいていただきたいというふ

うに思います。 

 

〇委 員 
多くの町民は入札のやり方については結構気づいていることです。それは、多くの町民がどうや

って決まったのっていうことは、私のような主婦にも伝わってくるわけで、やはりそれがもう根本

的におかしいと思います。もう本当に下諏訪はお金持ちの町なのかなって錯覚してしまいます。自

分のお財布だったらそんな使い方はしていかないと思うんですね。ですから、もう本当に決まった

ことはもうそれは何とか順守するけれど、今言ってたランニングコストの問題、そういうことはよ

く検討して町民も、今、政治というものに積極的ではない部分はあるんですが、やっぱり考えては

います。どこかであの金額になる過程を読んだ？って言っています。そして今回、新聞で何か意見

を聞く会議を開催するというのを見たんですね。それで、その日はなんか高校の入学式かなんかに

出なきゃいけなかったりで、翌日来たらあと 1人枠があるとのことで、それで参加させていただい

たという経緯があります。ぜひその辺を真剣に、ですからその名簿の名前を出すか出さないかで、

おざなりがないんだから私は名前出して欲しくないと思いました。やはり皆で考えてること、町民

が疑問に思ってることを、明らかにするための会議でなければ会議の意味はないと思います。本当

に町政のご苦労は本当によくわかりますが、みんなのお金をどう有意義に使っていくかっていうこ

とを考えていかなければいけないと思っています。 

さっき会の方からも出ましたが、皆さんの要求が出てくるという場合には、ホールと一緒に公民

館のことを議題にあげて欲しいと思います。私たちは文化センターって言ったら、公民館を含めて

考えておりますので。お願いします。 

 

〇事務局 
ありがとうございました。皆様の、そういったご意見、大変貴重だと思っております。そんな話

を真剣にし合いながら進めて参りたいと思います。 

大変申し訳ありませんが、時間が来てしまいましたので、3番の下諏訪総合文化センターの目指

す姿については、簡単にご説明さしていただきながら、この会を閉じさせていただければと思いま

す。 
資料の 4をご覧ください。 
30年前にここの施設を作るにあたってそんなお気持ちを持った人が、この施設にどういう想いを

与えるかというお話を考えながら文化センターを造ったんだと思います。1番については根拠的な

ものなんですけれども、ページをおめくりいただいて、3ページの（2）の設置目的というところ。

この館が建設された時のキャッチフレーズ、また、当時の高木町長のご挨拶の部分を掲載させてい

ただいております。また 4ページをお開きください。2番の建設経過というところ。文化センター

の建設の経過を簡単に載せさせていただきながら、その当時この施設をどのように位置づけていこ



うかというようなものを併せて本文に載せさせていただいております。こういった気持ちを踏まえ

て、これから新たな役割を与える、またこれまでの役割をさらに価値づけをしていく。そんな形で

目指す姿を決めていきたい、理念という部分を取りまとめていきたいと考えております。もう時間

がありませんので、申し訳ありませんが簡単な説明でございますけれど、あとはお読みいただき、

どんな役割を与えるか、またどんな理念でやるかということをお考えいただきたいなと思います。

そんなところで第 2回目、次回の会議については、こんなところの意見を伺いながら進めてまいり

たいと思います。 

ということで、皆さんよろしいでしょうか。 

ありがとうございます。それでは閉会にあたりまして、町長から皆さんのご意見を踏まえたお気

持ちをお願いしたいと思います。 

 

〇宮坂町長 
今日は第 1回ということもありますけれども、ずっと皆さんのお話をお聞きかせいただきなが

ら、この場にいさせていただきました。様々なご意見をいただき、これから本格的なご意見ご議論

をしていただきながら、まずこれから先の 30年、40年ここを維持していくための基本的なご提

案、あり方基本ビジョン、そういったものも皆さん方のご意見をいただく中で、まず策定し、それ

について、そのビジョンを達成していくためにこの施設をどう用意できるかということで進めてい

ただければありがたいなというふうに思っております。 

先ほど最後の説明の中で触れた、ここが最初にできた時の経過、またお読みいただければご理解

いただけると思うんですけれども、県の整備事業の中で、この諏訪圏域の中に、そうした公園です

とかホール的な施設を作りましょうという中で、諏訪圏域の中で検討された中で、原村には八ヶ岳

自然文化園という公園的な施設、そして下諏訪町はこの文化センターというものを造りましょうと

いうことで、あくまでもこの文化センターは下諏訪町立文化センターじゃないんですね。下諏訪総

合文化センターで、基本的には諏訪圏域を対象にした文化施設として使って欲しいという県の希望

といいますか、そういった考えもあって、ここ下諏訪町に文化センターを設置しましょうというこ

とで、その当時結構な額の県からの支援があって、ここにできたという経過もあるもんですから、

下諏訪町だけではない、ご利用をご活用いただくのが下諏訪町だけじゃなく、少なくとも諏訪圏域

のそれぞれに活動されてる皆さん方にもご利用をいただいているというところもあってのことだと

いうふうに私は理解をしております。 

そのことも踏まえまして、検討をまたご意見をいただければ大変ありがたいなと思っております

ので、今後のあと 9回のご検討には期待も申し上げたり、お願いも申し上げたりというふうに思っ

ております。本日は第 1回ということでそれぞれご参加いただいた委員の皆様方や、まず基本的な

思いを考え、お話いただいたこと、大変ありがとうございます。今後も是非ともよろしくお願いを

したいというふうに思っております。ありがとうございます。 
 

〇事務局 
それでは最後に、その他ということで、皆様から何かございますでしょうか。 

 

〇濱委員 
一つ質問があります。次回の 2回目から 10回目の時にも、町長さんはいらっしゃるのでしょう

か。 
 

〇宮坂町長 
申し訳ありませんが、全部は出れないと思っております。 

 

〇濱委員 
やっぱり話をするときにね、町長さんからご協力いただきたいこととかもいくつも出てくるかと



思いますので、ご参加いただけると。 
 

〇宮坂町長 
またそうしたご意見、またまとめていただいたところで出席させていただく、機会を設けさせて

いただければとも思いながらと考えています。 

 

〇事務局 
次回の日程でございますが、5月中旬を予定しておりますが、今日皆様のご予定を確認できるよ

うであれば、日程の方を決めさせていただければと考えておりますが、16日まで御柱があるもので

すから、それ以降でということで 17日から 24日あたりのところでと思っておりますが、このあた

りでどこか都合の悪いところはございますでしょうか。月、火がご都合悪いという方がいらっしゃ

るというお話をお伺いしておりますもで、18、19、20日あたりのところで、皆様の都合いかかがで

しょうか。 
 

〇委 員 
18日はちょっと。 

 

〇事務局 
19日、都合悪い方いらっしゃいますでしょうか。 
20日、ご都合悪い方はいらっしゃるでしょうか。 
それでは、5月の 20日の金曜日、同じ時間、午後 7時から、会場は同じこちらの集会室の方で開

催させていただきたいと思います。皆様には改めて文書でも通知を申し上げますが、ご予定をして

いただければと思いますのでよろしくお願いをいたします。 

それでは、長時間にわたり様々な角度から、貴重なご意見をいただきまして、誠にありがとうご

ざいました。以上で第 1回下諏訪総合文化センターのあり方を検討する会議を終了いたします。 
 

（終了２０：５６） 


